
街路樹カルテの様式と記入例



平成 24年 3月 23日 木緒　見太郎　（樹木医）

　国道○○号（○○街道）
　№ 1234-56
　プラタナス
　○○県○○市○○

8.0
0.8
4.5
4.0 5.0

　8.0 ／ 0.3 ＝ 26.6
　3.0 ／ 0.15 ＝ 20

根株
幹Ｈ =1ｍ

地上 20㎝ ベッコウタケ
根株
地上  5㎝ 20 40

　幹に樹皮欠損部あり

　根株の腐朽 子実体（ベッコウタケ） 樹皮欠損

根株に危険を有する腐朽がある

樹木健全度調査結果により判断



街路樹カルテの様式と記入例



平成 24年 3月 23日 木尾　見太郎（樹木医）
　県道○○○号線 　№ 123-298
　ソメイヨシノ 　○○県○○市
　昭和 58年 　なし
　剪定（1回／ 3年） 　景観・緑陰等

9.5
2.4
8.0

3.0 4.5

　9.5 ／ 0.8 ＝ 11.9
　5.0 ／ 0.3 ＝ 16.7
　約 50年
　自然相似樹形

　テングス病
　アメリカシロヒトリ

Ｅ

Ｄ コスカシバ
Ｅ コフキタケ

Ｃ  

－
Ｃ 　詳細診断の必要性・有り

　根株腐朽における危険性が高いと予想される　Ｅ
Ｄ ４７％
－ －

1年後
－ －

Ｄ 　根株の腐朽割合が大きいため、倒伏の危険性が高い

　病虫害除去・剪定 　・テングス病、ぶら下がり枝、風圧軽減のための剪定
　・アメリカシロヒトリの除去
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特になし

　支柱なし

　支柱なし

　支柱なし

　根上りによる凹凸がある

　根上りによる凹凸がある

　住居地域（都市部

　植樹桝（変形）　8.5 ｍ× 1.7m



街路樹カルテの様式と記入例

樹木  断面



　県道○○○号線　 ソメイヨシノ
　№ 123-298 9.5m 240cm 8m
γ線樹木腐朽診断機（1.5m） Cs137(3.7MBq) 3 10 1
岩間（樹木医） ○○樹木医事務所

４７%

コフキタケが地際に
発生している。

　地上 20cm高さ（コフキタケ発生部）の診断において、47％の大きさの腐朽が検出された。す
ぐに倒伏する危険性は高くはないが、樹冠を縮小して風圧を低減させる必要がある。また、今後
の腐朽部の状況を追跡診断していく必要がある。

樹木  断面
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県道○○○号線 クスノキ № 123-333
○○（樹木医） ○○株式会社
レジストグラフ ＧＬ＋ 20cm

40cm 35cm 35cm 35cm

４４％

地上 20cm高さの診断において、44％の大きさの腐朽が検出された。すぐに倒伏する危
険性は高くはないが、樹冠を縮小して風圧を低減させる必要がある。また、今後の腐朽
部の状況を追跡診断していく必要がある。
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街路樹カルテの様式と記入例



国道○○号線 59 プラタナス

エアースコップ等 ２ｍ× 2ｍ× 0.2 ｍ

○○○○（樹木医） ○○株式会社

３／１５ 20％

ルートカラーにコフキタケが発生（腐朽が進行）しており危険性を有しているが、
すぐに倒伏する危険性は小さい。
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平成 24年○○月○○日

平成 24年○○月○○日

ケヤキ

№○○

○○県○○市

市道○○号線

13.0m

1.2m

9.0m

平成 24年○月○～○日

23m/s

41m/s

200mm

－

－ －

－

－

折損部断面の約 60％が腐朽

13／ 0.5 ＝ 26 なし

折損の近くにベッコウタケが着生

－

－ －

－

植樹帯 幅 1.5 ｍ

2.0m －

－ －

－ －

根返りではないため、土壌調査は実施していない

－

－

隣接した建物はない

周辺は樹林があり、風を多少緩衝している

Ｄ

腐朽を確認（約 45％）

樹冠縮小のための剪定

平成 21年○○月○○日 平成 24年○○月○○日

道路パトロール時に外観を点検

平成 22年○○月○○日

特になし
健全度調査時に確認した幹の折損部分の腐朽が、約 45％から約 60％の腐
朽にまで拡大していたため、樹体を支持できずに折損したものと考えられ
る。
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